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3. 1 餃匿 景 禎
熱エネルギーは、夏至の正午には、水平な屋根面には
900W 以上になる。私が注目しているのは、朝日と夕日
























設置前が 26.5～29.4℃、 設置後が 25.9～28.9℃であ
った（図 6）。最高値は、 設置前が 27.7～32.6℃、 設
置後が 27.2～30.3℃であった。最低値は、 設置前が
24.8～27.5℃、 設置後が 23.8～27.5℃であった。ま




























図５ 日よけは窓の外側で  
図６ シェード設置前後の室温  
暑熱環境と住まいにおける健康
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図５ 日よけは窓の外側で  




























図 12 温度の見える化の前後；対策の比較 
図 10 予想温度と実測温度の分布（温度認知前後)
図 11 予想温度と実測温度の差（温度認知前後） 
図７ 温度差による換気  
図８ 窓開放のポイント  
暑熱環境と住まいにおける健康
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温度基準 注意すべき
注意事項
(WBGT) 生活活動の目安
危険
高齢者においては安静状態でも発生する
(31℃以上） すべての
危険性が大きい。外出はなるべく避け、
生活活動で
涼しい室内に移動する。
おこる危険性
厳重警戒 外出時は炎天下を避け、
(28~31℃) 室内では室温の上昇に注意する。
竺戒
中程度以上の
運動や激しい作業をする際は
(25~28℃) 生活活動で 定期的に充分に休息を取り入れる。
おこる危険性
注意
強い生活
一般に危険性は少ないが激しい運動や
(25℃未満） 活動でおこる 重労働時には発生する危険性がある。
危険性
HP
巳口
